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最難関問題集４上第１０回 くわしい解説

1

４
(1) とも子さんは，１日目に２２５ページの より１０ページ少なく読みました。

９

４
２２５ページの は，２２５÷９×４＝１００（ページ）です。

９

１日目は１００ページよりも１０ページ少なく読んだのですから，１００－１０＝９０（ページ）読みまし

た。

(2) とも子さんは，２２５ページある本を，１日目に９０ページ読みました。

あと，２２５－９０＝１３５（ページ）残っています。

１
２日目は，１３５ページの よりも１５ページ多く読みました。

３

１
１３５ページの は，１３５÷３＝４５（ページ）です。

３

２日目は４５ページよりも１５ページ多く読んだのですから，４５＋１５＝６０（ページ）読みました。

１日目に読んだ残りが１３５ページで，２日目に読んだのは６０ページですから，

あと １３５－６０＝７５（ページ）残っています。

３日目に残りのをすべて読んだのですから，３日目に読んだのは７５ページです。
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2

(1) 右の図の太線の長さは等しいので，この図形全体は，

二等辺三角形です。

よってウは２８度になり，かげをつけた角度は，

１８０－２８×２＝１２４（度）です。

また，右の図の太線の長さも等しいので，しゃ線をつけた

三角形は二等辺三角形になり，エの角度は，

（１８０－２８）÷２＝７６（度）です。

かげをつけた角度は１２４度で，エは７６度ですから，

アは，１２４－７６＝４８（度）になります。

(2) 右の図のオは，１８０－７５×２＝３０（度）です。

外角の定理を利用して，オ＋カ＝１１０ ですから，

カ＝１１０－オ＝１１０－３０＝８０（度）です。

よってキも８０度になります。

また，三角形ＰＱＲは三角形ＡＢＣをずらしたものですか

ら三角形ＡＢＣと角度が等しく，クは７５度です。

外角の定理を利用して，イ＝キ＋ク＝８０＋７５＝１５５（度）になります。

ア
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3

(1) 正方形は，面積がわかれば１辺の長さがわかります。

たとえば面積が２５cm2なら，１辺×１辺＝２５ ですから，１辺＝５cmです。

同じようにして，大きい正方形の面積は１６９cm2で，１３×１３＝１６９ ですから，大きい正方形の

１辺は１３cmです。

※ １×１＝１，２×２＝４，……，９×９＝８１，１０×１０＝１２１ は知っているでしょうが，

１１×１１＝１２1，１２×１２＝１４４，……，１９×１９＝３６１ もおぼえておきましょう。

よって，右の図の★は１３cmです。

イの面積は７８cm2ですから，☆は，７８÷１３＝６（cm）です。

★は１３cm，☆は６cmですから，

◎＝★－☆＝１３－６＝７（cm）です。

また，□＝★－◎＝１３－７＝６（cm）です。

ウのたては□なので６cm，横は◎なので７cmであることがわかりました。

よってウの面積は，６×７＝４２（cm2）になります。

イ

ア

ウ

★

★

☆ ◎
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4

(1) 下の図のように，家から駅までは２.５５km＝２５５０ｍです。

また，家から交番まで歩き，図書館までもどってから駅まで行くと，３.６１km＝３６１０ｍです。

歩いた道のりが，家から駅までの道のりよりも ３６１０－２５５０＝１０６０（ｍ）だけ長くなったのは，

下の図の太線の部分だけよけいに歩いたからです。

図書館から交番までの往復の道のりが１０６０ｍなので，図書館から交番までの道のりは，

１０６０÷２＝５３０（ｍ）になります。

(2) (1)で，図書館から交番までは５３０ｍであることがわかりました。

また，問題には，郵便局から交番までは１８５ｍで，図書館は花子さんの家と郵便局のちょうど

まん中にあることが，書いてありました。

求めたいのは，郵便局から駅までの道のりです。

図書館から郵便局までは，５３０－１８５＝３４５（ｍ）です。

よって，家から図書館までも，３４５ｍです。

郵便局から駅までは，２５５０－３４５×２＝１８６０（ｍ） → １.８６kmになります。

家 図 郵 交 駅

2550ｍ

3610ｍ

家 図 郵 交 駅

2550ｍ

3610ｍ

家 図 郵 交 駅

2550ｍ
530ｍ

185ｍ
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5

(1) 三角形を２４度回転させたら，辺ＡＢも２４度回転します。

よって，右の図の○の角度は２４度です。

回転させても辺ＡＢの長さは変わらないので，右の図の２本の

太線の長さは同じになり，しゃ線をつけた三角形は二等辺三角形

になります。

右の図のかげをつけた角度は，（１８０－２４）÷２＝７８（度）です。

ところで，角Ａは３７度で，回転させても角度は変わらないので，

右の図の★も３７度です。

よってアの角度は，７８－３７＝４１（度）になります。

ア
Ａ

Ｂ
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(2) 右の図の太線でかこまれた三角形で，内角の和は１８０度ですから，

●●●××× ＋ イ＝１８０度

右の図の太線でかこまれた三角形も同じように考えて，

●●×× ＋ ウ＝１８０度

右の図の太線でかこまれた三角形も同じように考えて，

●× ＋ エ＝１８０度

すべて加えると，

●●●●●●×××××× ＋ イ＋ウ＋エ＝５４０度

イ＋ウ＋エは３２４度ですから，●●●●●●×××××× は，５４０－３２４＝２１６（度）で

す。

●６個と×６個で２１６度ですから，●１個と×１個は，２１６÷６＝３６（度）です。

よって●３個と×３個なら，３６×３＝１０８（度）ですから，

イ＝１８０－●●●×××＝１８０－１０８＝７２（度）になります。
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エ
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6

３
(1) 国語の学習時間は全体の ですから，全体の学習時間を７個ぶんとすると，国語の学習時間

７
は３個ぶんです。

すると算数の学習時間は ７－３＝４（個）ぶんになり，算数は国語よりも ４－３＝１（個）ぶんだけ

多く学習したことになり，それが１５分です。

全体の学習時間は７個にあたりますから，１５×７＝１０５（分） → １時間４５分になります。

４ ４ ４ ４
(2) 池の深さは ｍです。cmの単位にすると， ｍ＝１ｍの ＝１００cmの ＝（１００÷５×４）cm

５ ５ ５ ５

＝８０cmです。

棒の上をＡとし下をＢとして，池に立てると となります。

池から棒を取り出すと， となっています。

棒を逆にすると となり，池に立てると となります。

池から棒を取り出すと となっています。

２回ともぬれた部分は０.３２ｍ＝３２cmですから右の図のようになり，

アは ８０－３２＝４８（cm）ですから，棒の長さは，８０＋４８＝１２８（cm）

になります。
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この長方形のたての長さを「たて」，横の長さを「横」と

名付けたとします。

道の面積は，５.２ａ＝５２０ｍ2です。

道の面積は，「２×たて」 と，

「１×横」 の合計，というわけにはいきません。

なぜなら，「２×たて＋１×横」 だと，１×２＝２（ｍ2）の部分が

重なってしまうからです。

よって，「２×たて＋１×横－２」 で，道の面積を求めることが

でき，それが５２０ｍ2です。

「２×たて＋１×横」 は，５２０＋２＝５２２（ｍ2）になります。

右の２本の棒の面積の合計が５２２ｍ2です。

1ｍ

2ｍ

たて

横

1ｍ

2ｍ

たて

横

1ｍ

2ｍ

たて

横

1ｍ

2ｍ

たて

横

2ｍ

たて

1ｍ

横
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横はたてより３０ｍ長いので，右の図の １×３０＝３０（ｍ2）の

部分を取りのぞくと，

右の図のようになり，面積の合計は，５２２－３０＝４９２（ｍ2）

です。

さらに長方形２個を右の図のようにくっつけると，「たて」の長さ

は，４９２÷（２＋１）＝１６４（ｍ）になります。

2ｍ

たて

1ｍ

横

30ｍ

2ｍ

たて

1ｍ

たて

2ｍ
1ｍ

たて
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8

(1) まず，最も小さい数を求めます。

Ａ－Ｂ を最も小さくするためには，Ａを最も小さく，Ｂを最も大きくします。

Ａは ． の形をしているので，２，４，９を使った最も小さい数は，２４．９です。

Ｂは ． の形をしているので，２，４，９を使った最も大きい数は，９．４２です。

よってＡ－Ｂの最も小さい数は，２４.９－９.４２＝１５.４８ です。

次に，最も大きい数を求めます。

Ａ－Ｂ を最も大きくするためには，Ａを最も大きく，Ｂを最も小さくします。

Ａは ． の形をしているので，２，４，９を使った最も大きい数は，９４．２です。

Ｂは ． の形をしているので，２，４，９を使った最も小さい数は，２．４９です。

よってＡ－Ｂの最も大きい数は，９４.２－２.４９＝９１.７１ です。
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(2)① Ａを アイ ．ウ として，Ｂを エ ．オカ とします。

アイ ．ウ ０

－ エ ．オカ となります。

１ ６ ． ４ ７

ひき算だとわかりにくいので，たし算の形にすると，

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．オカ となります。小数第２位を見ると，７＋カは１０になりますから，

アイ ．ウ ０ Ｂの小数第２位であるカは３です。

② ①で，カは３であることがわかったので，

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．オ３ です。これで，選んだ３まいのカードのうち，１まいは３であることがわかりました。

アイ ．ウ ０

アイ ．ウ も，ア，イ，ウのうち，どれか１まいは３です。

また，エ ．オ３ は，いくら大きくても１０にはならないので，アはいくら大きくても２です。

よって，アは，１か２になります。

ア，イ，ウのうち，どれか１まいは３でしたが，アは１か２なので，アが３になることはありません。

よって，イかウが３になります。

まず，イが３のときを考えます。

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．オ３ です。ア３ ．ウ ０は１６．４７より大きく，アは１か２なので，アは２です。

ア３ ．ウ ０
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１ ６ ． ４ ７

＋ エ ． オ３ となり，エかオのいずれかが２ですが，エが２だと十の位へのくり上げがない

２３ ．ウ ０ のでおかしいです。よって，オが２です。

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．２３ となり，ウが７になり，エも７になってＯＫです。

２３ ．ウ ０

１ ６ ． ４ ７

＋ ７ ．２３ となり，Ａは２３．７です。

２３ ．７ ０

次に，ウが３のときを考えます。

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．オ３ です。オは８になり，アかイのいずれかが８ですが，アが８になることは

アイ ．３ ０ ありえないので，イが８です。

１ ６ ． ４ ７

＋ エ ．８３ です。エは１になり，アも１になってＯＫです。

ア８ ．３ ０

１ ６ ． ４ ７

＋ １ ．８３ となり，Ａは１８．３です。

１８ ．３ ０

以上のことから，Ａとして考えられる小数は２つあり，２３．７と１８．３であることがわかりました。


